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呼 吸器感 染症 にお けるCefotiamhexetilの 検 討
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Cefotiamの エステル型プロ ドラッグである経 口用セフェム剤cefotiam hexetil (CTM

-HE)を 呼吸器感染症15例 に使用 し
,そ の臨床効果および副作用を検討 した。疾患の内訳

は急性肺炎1例,気 道 ・中間領域感染症14例 であ り,臨 床効果は有効8例,や や有効2

例,無 効5例 で,有 効率は53%で あ った。細菌学的効果 は, Haemophilus influenzae 4株

は, 2株 消 失, 2株 不 変, Branhamella catarrhalis 2株 は 消 失, Escherichia coli,

Pseudomonas aemginosa各1株 は不変, Streptococcus pmumoniae 2株 は不明であり
,

不 明の2株 を除 く8株 では4株 消失, 4株 不 変で消失率50%で あ った。

副作用 としてGPTの 軽 度上昇を1例 に認めたが,投 与終了後正常化 した。

Key words : Cefotiam hexetil,呼吸器感染症,臨 床効果,細 菌学的効果,副 作用

Cefotiam hexetil (CTM-HE, SCE-2174)は 注 射 用 セ

フ ァロス ポ リンcefotiam (CTM)の4位 カル ボキ シ ル

基 の エ ス テル化 に よ り,消 化管 吸 収性 を高 め た経 口剤 で

あ る。 本 剤 は経 口投与 後,腸 管 壁 の エ ステ ラー ゼ に よ り

加水 分 解 され,抗 菌活 性 を 有す るCTMと して 吸収 され

る。

CTMは グラ ム陽 性菌 お よび グ ラム陰 性 菌 に抗 菌 力 を

有 し,他 の 経 口cephem剤 が 弱 い抗 菌 力 しか示 さな い

Citrobacter属, Protms属, Enterobacter属, Providmcia

属, Morganella属, Haemophilus infiuenzaeに も強 い抗

菌 力 を持 つ。

今 回,こ のCTM--HEを 呼 吸器 感 染症 に使 用 したの で

報 告 す る。

I. 対 象 患 者

対 象 は1986年8月 か ら12月 ま で に 当 科 を受 診 し

た28歳 か ら83歳 まで(平 均 年 齢61.7歳)の 男 性9

名,女 性6名,計15名 で あ る。

疾 患 の 内 訳 は,急 性 肺 炎1例,気 道 ・中 間 領 域 感

染症14例 で,基 礎疾患は,気 管支拡張症5例,び ま

ん性汎細気管支炎2例,慢 性気管支炎2例,気 管支

喘息2例,肺 線維症1例,肺 気腫症1例,中 葉症候

群1例 である。

検出菌 として, Streptococcus pneumoniaeが2例

か ら, Branhamella catarrhalisが2例 か ら, H.

influenzaeが4例 か らそれぞれ分離 され, Escheri-

chin coliとPseudomonas aeruginosaの 複数菌検出

例が1例 である。

II. 研 究 方 法

CTM-HEを1日300 ～ 600mg,分3で 経口投与

した。投与期間は6～15日,平 均11.3日,総 投与量

は1.8～8.4g,平 均5.8gで あ った。

効果判定 は1日 痰量,臨 床所見 ならびに血沈,

CRP,白 血球数などの検査所見,菌 の消長,胸 部X

線 所見 を総合 して行い,著 効,有 効,や や有効,無

効の4段 階 に分 け判定 した。

急性肺炎では胸部X線 陰影の消失ないし改善を,

気道感染では1日 痰量の減少,痰 中細菌の消失ない

し減少を特に重視 した。
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Table 2 Clinical efficacy of cefotiam hexetil

R.T.I. : Respiratory tract infection 

Table 3 Correlation between clinical isolates and clinical effect

Table 4 Bacteriological effect of cefotiam hexetil

III. 成 績

1. 急性 肺炎

急性肺炎1例 は,本 剤投与 によ り解熱 し,咳 ・痰

も消失 したが,胸 部X線 所見の改善が不十分であ り,

やや有効 とした。 この例ではTTAを 施 行 したが起

炎菌 は不明であった。

2. 気道 ・中問領域感染症

Table 1に 示 すように14例 の気道 ・中間領域感染

症における臨床効果は有効8例,や や有効1例,無

効5例 で,有 効率は57%で あった。

基礎疾患別にみると,気 管支拡張症5例 では有効

1例,や や有効1例,無 効3例 で,有 効率20%で あ

った。気管支喘息2例,び まん性汎細気管支炎2例

では,各 々有効1例,無 効1例 であった(Table 2)。

検 出菌別臨床効果 は,9例 で検討可能であったが,

S.pneumontaeの2例 は有効, B.catarrhaliSの2例

は1例 有効,1例 無 効,H.influenzaeの4例 は3例

有効,1例 無効であった。E.coliとP.aerUginosa

の複 数菌が検出された1例 は無効であり,菌 検出例

9例 では有効6例,無 効3例 で,有 効率は66.7%で

あ った(Table 3)。

3. 細 菌学的効果

H.influenzae 4株 で は, 2株 消失, 2株 不変, B.

catarrhaltS 2株 は消失, E.coli, Paeruginosa各1

株 は不変,S.pneumoniae 2株 は不明であり,不 明

の2株 を除 く8株 では4株 消失,4株 不変で,消 失率

50%で あった(Table 4)。

4. 副 作 用

1例(症 例7)でGPTの 軽度上昇 を認めたが,他
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には副作用は認められなかった(Table 5)。

IV. 考 案

CTM-HEはCTMの エ ステル型 プロ ドラッグで

あり,生 体 内ではCTMと な り抗菌力 を発揮する。

CTMは グラム陽性菌およびグラム陰性菌に抗菌

力を有 し,他 の経 口cephem剤 が弱い抗菌力 しか示

さないCitrobacter属, Proteus属, Enterobacter

属, Providencia属, Morgane1la属, H.influenzae

に も強い抗菌力を持つ1)。

今回,我 々は呼吸器感染症15例 を対象 とし,本 剤

の臨床効果 を検討 したが,有 効率 は53%で あ った。

対象例の多 くは,繰 り返 し急性増悪 をおこす難治

性の気道および中間領域感染症患者であ り,す でに

ペニシリンやセフェム剤の再三の使用経験 をもつも

のが多数含 まれるので53%の 有 効率 は,経 口剤の効

果 としては評価できる成績 と考 える。

副作用 としては,GPTの 軽 度上昇を1例 に認めた

が,投 与終了後正常化 した。
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We evaluated the therapeutic efficacy of cefotiam hexetil (CTM-HE) in the treatment of patients 
with respiratory tract infections. 

The subjects comprised 1 patient with acute pneumonia and 14 with various respiratory tract 
infections. 

Clinical effect was assessed as good in 8 cases , fair in 2 and poor in 5, the efficacy rate being 57%. 
Regarding adverse effects, slight transient abnormalities in liver function tests were seen in one 

case. 
We believe cefotiam hexetil to be an effective antibiotic in the treatment of respiratory tract 

infections.


